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●
本
年
度
予
算
は
、
昨
年
度
に
比

べ
、４
・
５
％
減
の
３
０
０
億
円
と

な
っ
て
い
る
。
市
長
が
掲
げ
る
５

つ
の
政
策
に
沿
っ
て
意
見
を
述
べ

る
。都
市
づ
く
り
で
は
、（
仮
称
）綾

瀬
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

設
置
効
果
を
最
大
限
活
か
し
た
戦

略
的
な
企
業
誘
致
を
進
め
る
た
め

の
工
業
系
市
街
地
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
市
の
玄
関
口
と
し
て

ま
ち
づ
く
り
の
基
軸
と
な
り
、
開

通
に
よ
る
市
内
産
業
の
活
性
化
に

期
待
す
る
。産
業
の
活
性
化
で
は
、

あ
や
せ
工
場
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

に
向
け
た
合
同
入
社
式
・
合
同
研

修
会
の
実
施
を
始
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
産
業
振
興
策
が
打
ち
出
さ
れ
、

市
の
活
力
向
上
と
地
域
経
済
の
好

循
環
形
成
に
つ
な
が
る
と
認
識
し

て
い
る
。
地
域
福
祉
社
会
の
実
現

で
は
、新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

元
気
高
齢
者
が
地
域
福
祉
活
動
な

ど
へ
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る
マ

ッ
チ
ン
グ
事
業
に
期
待
す
る
。
子

ど
も
・
女
性
政
策
で
は
、小
児
医
療

費
助
成
対
象
を
県
下
最
高
水
準
の

中
学
校
３
年
生
ま
で
拡
大
し
、
県

内
初
の
少
人
数
学
級
を
４
年
生
ま

で
拡
充
す
る
な
ど
、
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
力
を
注
ぎ

「
子
育
て
す
る
な
ら
綾
瀬
市
」を
さ

ら
に
推
進
す
る
も
の
と
高
く
評
価

す
る
。都
市
の
質
の
向
上
で
は
、車

中
泊
避
難
者
へ
の
対
策
用
品
な
ど

が
予
算
化
さ
れ
、
市
民
の
安
全
・

安
心
が
確
保
さ
れ
た
取
り
組
み
で

あ
る
。
５
つ
の
政
策
が
成
果
を
上

げ
「
活
力
と
魅
力
に
満
ち
た
綾

瀬
」
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
お
願

い
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。　

（
志
政
あ
や
せ
）

者
に
よ
る
社
会
参
加
を
促
進
し
、

積
極
的
な
課
題
解
決
に
向
け
た
政

策
展
開
に
期
待
す
る
。以
上
、市
長

が
掲
げ
る
政
策
実
現
の
た
め
、
市

一
丸
と
な
り
取
り
組
ま
れ
る
こ
と

を
希
望
し
、本
予
算
に
賛
成
す
る
。

（
あ
や
せ
未
来
会
議
）

●
本
予
算
は
、
市
長
が
掲
げ
る 

「
活
力
と
魅
力
に
満
ち
た
綾
瀬
」を

目
指
し
た
、
政
策
重
視
の
予
算
編

成
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
特
に
活

力
と
い
う
点
で
は
、
イ
ン
タ
ー
開

通
を
基
軸
に
、
地
域
振
興
施
設
整

備
の
検
討
の
取
り
組
み
や
パ
ー
ク

ア
ン
ド
バ
ス
ラ
イ
ド
整
備
に
向
け

た
設
計
が
計
上
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
活
用
の
ま
ち
づ
く
り
実

現
の
具
体
的
政
策
が
提
示
さ
れ

た
。
基
幹
産
業
で
あ
る
製
造
業
で

は
、
将
来
を
担
う
若
手
社
員
育
成

を
支
援
す
る
た
め
の
合
同
入
社 

式
・
合
同
研
修
会
を
実
施
す
る
な

ど
、
綾
瀬
全
体
を
一
つ
の
工
業
集

団
に
見
立
て
た
あ
や
せ
工
場
の
理

念
に
基
づ
く
戦
略
は
、
今
後
の
企

業
発
展
に
つ
な
が
る
と
期
待
す 

る
。
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
誘

致
促
進
で
は
、
知
名
度
の
低
か
っ

た
本
市
の
周
知
に
つ
な
が
る
宣
伝

効
果
が
高
い
。
活
性
化
応
援
寄
付

金
事
業
で
は
、
市
内
産
業
の
活
性

化
に
直
結
す
る
取
り
組
み
で
あ 

り
、さ
ら
な
る
工
夫
に
よ
り
、本
市

の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
、
誘
客

に
つ
な
が
る
政
策
展
開
を
期
待
す

る
。魅
力
づ
く
り
で
は
、最
重
要
課

題
で
あ
る
少
子
高
齢
化
政
策
と
し

て
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
す
る
な
ど
出
産
・
育

児
環
境
の
向
上
策
が
設
計
さ
れ 

た
。高
齢
者
福
祉
で
は
、元
気
高
齢

●
福
祉
・
介
護
・
保
健
・
医
療
の
幅

広
い
分
野
を
補
う
保
健
福
祉
プ
ラ

ザ
は
、
少
子
高
齢
化
対
策
や
子
育

て
支
援
の
拠
点
施
設
と
し
て
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
。プ
ラ
ザ
内
に
は
、

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
市
内
３
カ
所
目
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
も
開
設
さ
れ
、
子
育
て

を
支
援
す
る
体
制
の
強
化
が
図
ら

れ
る
も
の
と
期
待
す
る
。
国
が
進

め
る
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に

向
け
た
対
応
は
、
子
育
て
の
一
段

落
し
た
女
性
が
再
度
働
く
場
面
で

活
躍
で
き
る
よ
う
、
新
た
な
女
性

政
策
が
予
算
化
さ
れ
た
。今
後
、全

て
の
女
性
が
個
性
と
能
力
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向

け
、
さ
ら
な
る
推
進
を
お
願
い
す

る
。
綾
瀬
の
将
来
を
担
う
子
ど
も

の
育
成
は
、
県
内
初
の
小
学
校
４

年
生
ま
で
の
少
人
数
学
級
の
拡
充

や
蔵
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な

ど
き
め
細
や
か
な
点
に
目
を
行
き

届
か
せ
た
予
算
で
あ
る
。こ
の
他
、

持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り
の
根
幹

を
成
す
、
県
内
第
４
位
を
誇
る
企

業
集
積
を
活
か
し
た
工
業
振
興
な

ど
産
業
の
活
性
化
を
大
き
く
前
進

さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
市

長
は
、
継
続
と
革
新
を
基
本
姿
勢

に
掲
げ
、
き
ら
り
と
光
る
政
策
を

新
た
に
打
ち
出
し
、
継
続
と
革
新

が
し
っ
か
り
と
組
み
合
わ
さ
れ
な

が
ら
大
き
な
相
乗
効
果
が
で
き
る

予
算
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
評
価

す
る
。
今
後
も
市
政
の
さ
ら
な
る

発
展
と
市
民
福
祉
の
向
上
の
た 

め
、
新
し
い
時
代
へ
の
変
化
に
し

っ
か
り
と
対
応
し
た
行
政
運
営
を

お
願
い
し
、本
予
算
に
賛
成
す
る
。

（
公
明
党
）

●
平
成　

年
度
予
算
で
は
、　

歳

２９

６５

以
上
で
新
た
に
障
が
い
者
に
な
っ

た
方
を
、
重
度
障
が
い
者
医
療
費

助
成
の
対
象
か
ら
外
し
た
ま
ま
で

い
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
重
大

な
差
別
で
あ
り
、
年
齢
に
よ
る
差

別
を
な
く
す
こ
と
を
求
め
る
。
国

民
健
康
保
険
制
度
で
は
、
高
額
な

国
保
税
を
引
き
下
げ
る
た
め
に
国

保
会
計
の
繰
入
金
の
増
額
を
求
め

る
。
公
民
館
を
利
用
し
た
高
齢
者

の
サ
ー
ク
ル
活
動
は
、
介
護
予
防

の
効
果
が
期
待
で
き
る
が
、
使
用

料
の
有
料
化
に
よ
り
、
活
動
を
縮

小
す
る
な
ど
運
営
に
支
障
を
来
し

て
い
る
た
め
、無
料
化
を
求
め
る
。

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
指
定

管
理
者
に
管
理
運
営
を
委
ね
る
こ

と
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
よ
う

な
個
人
情
報
流
出
の
危
険
が
大
き

い
制
度
を
推
進
す
る
な
ど
市
の
政

策
を
評
価
で
き
な
い
。
税
金
滞
納

者
へ
の
対
応
も
差
し
押
さ
え
な
ど

滞
納
処
分
を
今
後
も
進
め
よ
う
と

し
て
お
り
、
強
権
的
な
対
応
を
批

判
す
る
。
困
難
を
抱
え
て
い
る
方

へ
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事

業
を
基
本
に
、
生
活
を
再
建
さ
せ

る
こ
と
を
最
優
先
す
る
姿
勢
で
臨

ま
れ
た
い
。厚
木
基
地
問
題
で
は
、

事
態
の
推
移
を
見
守
る
の
で
は
な

く
、
積
極
的
に
国
や
米
軍
に
働
き

掛
け
、
基
地
そ
の
も
の
を
無
く
し

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
３
月
定
例
会
最
終
日
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
決
に
先

２９

立
ち
、
同
予
算
に
対
す
る
討
論
が
行
わ
れ
、
３
人
の
議
員
か
ら
賛
成
意
見
が
、
３
人
の
議
員
か
ら

反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

て
い
く
取
り
組
み
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
本
予
算
で
は
、
生
活

困
窮
世
帯
の
中
学
生
へ
の
学
習
支

援
を
充
実
す
る
な
ど
の
政
策
は
評

価
で
き
る
が
、
公
設
保
育
園
の
新

設
も
含
め
た
よ
り
強
力
な
対
策
を

求
め
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

（
日
本
共
産
党
綾
瀬
市
議
団
）

●
市
長
は
、
施
政
方
針
の
中
で
小

児
医
療
費
助
成
事
業
な
ど
の
拡
充

や
、さ
ら
に
、基
地
対
策
で
は
、
米

艦
載
機
移
駐
後
の
基
地
運
用
を
明

確
に
す
る
た
め
、
県
や
基
地
周
辺

自
治
体
と
連
携
を
図
り
、
国
へ
働

き
掛
け
る
な
ど
、
積
極
的
に
取
り

組
む
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
評
価

す
る
。
新
年
度
予
算
で
計
上
し
て

い
る
、
消
防
庁
舎
の
用
地
取
得
費

３
億
８
２
０
０
万
円
は
、
平
成　
２８

年
度
予
算
で
土
地
開
発
公
社
が
購

入
し
た
と
聞
い
て
い
る
。し
か
し
、

今
回
の
土
地
購
入
は
、
市
の
事
業

調
整
会
議
録
や
最
高
経
営
会
議
録

を
見
る
と
、
事
前
に
議
会
で
の
審

議
や
承
認
を
得
る
こ
と
は
、
可
能

で
あ
っ
た
と
思
う
。
土
地
購
入
の

報
告
を
追
認
す
る
だ
け
の
議
会
で

あ
る
な
ら
ば
、
市
民
か
ら
選
ば
れ

た
議
員
と
し
て
の
確
認
機
能
が
果

た
さ
れ
て
い
な
い
。　

年
９
月
定

２８

例
会
の
委
員
会
で
も
述
べ
た
が
、

土
地
開
発
公
社
は
、
公
有
地
拡
大

の
推
進
に
関
す
る
法
律
、
第　

条
１０

第
１
項
で
、「
開
発
公
社
は
、単
独
、

ま
た
は
、
他
の
自
治
体
と
共
同
し

て
設
立
で
き
る
法
人
で
あ
る
」
と

さ
れ
て
い
る
。
土
地
開
発
公
社
が

つ
く
ら
れ
た
目
的
は
、
過
去
に
地

価
高
騰
の
た
め
、
地
方
自
治
体
が

事
業
用
地
を
計
画
的
に
確
保
す
る

こ
と
が
困
難
に
な
り
、
必
要
な
用

地
を
計
画
的
に
確
保
す
る
た
め
に

公
社
設
立
を
行
っ
た
も
の
と
聞
い

て
い
る
。現
在
、土
地
の
価
格
が
低

下
し
て
い
る
中
で
、
開
発
公
社
の

必
要
性
を
含
め
て
、
前
回
も
再
検

討
を
要
望
し
た
が
、
改
め
て
お
願

い
し
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

落合小放課後児童クラブが開設されました

●
本
予
算
の
歳
入
は
、
固
定
資
産

税
の
償
却
資
産
で
既
存
資
産
の
減

価
償
却
が
新
た
な
設
備
投
資
を
上

回
り
、２
千
万
円
の
減
、地
方
消
費

税
交
付
金
も
前
年
度
と
比
べ
て
２

億
２
千
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
将
来
に
向
け
て
の
設

備
投
資
が
減
っ
て
お
り
、
消
費
の

減
少
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
歳
出

は
、
落
合
小
学
校
に
公
設
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設
や
県
内
初
の

少
人
数
学
級
を
小
学
校
４
年
生
ま

で
の
拡
充
な
ど
は
評
価
す
る
。
し

か
し
、
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
構
想
や

工
業
系
新
市
街
地
整
備
な
ど
都
市

開
発
優
先
の
市
政
が
行
わ
れ
、
消

防
庁
舎
の
移
転
も
そ
の
一
つ
で
あ

る
。
綾
瀬
厚
生
病
院
や
住
宅
に
隣

接
し
た
場
所
に
移
転
が
計
画
さ 

れ
、地
域
住
民
か
ら
は
、現
在
の
敷

地
に
建
て
替
え
を
求
め
る
声
も
あ

る
。
住
民
の
生
活
環
境
に
配
慮
す

る
よ
り
も
、
市
街
地
開
発
を
優
先

す
る
こ
と
に
反
対
で
あ
る
。
工
業

系
新
市
街
地
整
備
で
は
、
県
内
４

番
目
の
製
造
事
業
所
数
を
誇
る
本

市
の
製
造
業
を
活
性
化
さ
せ
る
取

り
組
み
は
注
目
す
る
が
、（
仮
称
）

綾
瀬
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
設
置
に
伴
い
、
市
外
へ
移
転
す

る
企
業
も
多
く
、
市
内
に
移
転
先

が
見
つ
か
ら
ず
に
困
っ
て
い
る
企

業
も
い
る
。現
在
、市
が
行
っ
て
い

る
こ
と
は
、
市
内
企
業
の
支
援
を

優
先
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
た

め
、
市
内
企
業
を
優
先
し
て
支
援

す
る
べ
き
と
考
え
る
。
そ
の
他
、

指
定
管
理
者
の
継
続
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
継
続
な
ど
も
賛
成
で
き
な

い
た
め
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

※
（　

）
は
、
会
派
名
で
す
。
記

載
の
な
い
も
の
は
、
会
派
を
組
ん

で
い
な
い
議
員
の
意
見
で
す
。
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